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要       旨  

本論文は、芸術家のロールシャッハ反応を「創造的退行」及び「ブロット－概

念間のバランス」という観点からさぐり、芸術家の創造性と病理を明らかにした

ものであり、全５章から構成されている。まず第 1章では、問題①として、芸術家

のロールシャッハ反応の特徴、芸術家の創作の際に特異的にみられる「創造的退

行」についての説明がなされ、「創造的退行」の測定方法としてロールシャッハ

法を用いたHoltのスコアリングシステムの導入について説明がなされた。また、

問題②として、本研究で新たに導入されたグラフィック・ロールシャッハ・デジ

タル版（GRD）についての説明がなされ、 GRDによって測定される「ブロットと

概念のバランス」について先行研究を含めて検討がなされた。そして問題①②を

踏まえた上で本論文の目的が説明された。第 2章研究 1では、 26名の芸術家を対象

とした量的研究が行われた。芸術家群と一般群との比較、一次過程的反応の量的

検討、ブロットと概念のバランスに関する量的検討がなされ、芸術家においては

一次過程的反応が特徴的に見られることが明らかにされた。またブロットと概念

間のバランスについては、概念優位の反応が多い傾向が見られた。第 3章研究 2で

は、ブロットと概念のバランスの反応において特徴的な反応がみられた 3事例が取

り上げられ、それぞれの事例における一般カテゴリーの数値、一次過程的反応の

有り様、ブロットと概念のバランスの有り様と創造的退行との関係が検討され、

必ずしもすべての事例で創造的退行が生じている訳ではないことが明らかにされ

た。第 4章研究 3では、画家亀井三千代氏の 5年の間隔をおいたロールシャッハ法の



レフェリー付きの論文の発表について，記載すること。 

変化と作品の変化との関連が、創造的退行とブロットと概念のバランスの観点か

ら論じられ、作品の変化と一次過程的反応のありよう、ブロット－概念間のバラ

ンスが相互に関わっていることが考察された。第 5章総合考察に於いては、GRDに

よって、従来は詳細に明らかにされなかった芸術家のロールシャッハ反応がより

詳細に正確に明らかにされる可能性が示された。  

以上の本論文について、博士論文の評価基準に従い、以下の通り審査を行った。 

１．研究内容が新しい知見を提供し独創性を有している。  

 ジャンルの異なる 30名近くの芸術家にグラフィック・ロールシャッハ・デジタ

ル版（GRD）を実施し、そのデータをHoltのスコアリングシステムから詳しく検

討し、従来の研究になかった新しい知見を加えることができ、独創的な研究であ

ると言える。また、著者自身が開発したGRDを実施した点も独創的であり、ブロ

ットと概念の関係性という点からロールシャッハ反応の分析に新たな知見を加え

た。  

２．当該専攻分野において専門的かつ学術的な価値を有する。  

 芸術家のロールシャッハ反応を創造的退行とGRDの観点からだけでなく、一般

カテゴリーの観点からも検討し、また芸術家の創造性だけでなく病理という点か

らも詳細に検討した数少ない研究であり、当該分野において専門的かつ学術的な

価値を有する研究である。  

３．論文の結論が実証的に裏づけられている。  

 本研究は、質的研究が論文のメインを占めており、量的研究におけるような実

証性という点での裏付けとは異なるが、データに即して綿密に検討しており、論

文の結論が実証的に裏付けられているといえる。  

４．論旨が一貫して明確であり，論理的に展開されている。  

 問題目的から、研究 1～ 3まで、データを適確に読み込み、論旨が一貫しており、

論理的に展開されている。  

５．先行研究及び資料が適切かつ厳密に取り扱われている  

 芸術家の創造的退行、グラフィック・ロールシャッハ法に関する先行研究や資

料を適切にレビューし、これまでの知見や研究史が明らかにされ、先行研究及び

資料が適切かつ厳密に取り扱われている。  

 

本論文に関わり、所属学会のレフェリー付き論文 1編及びこれに準じる論文 1編

が公刊されており、学位授与の要件を満たしていることが確認された。  
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本審査委員会では、以上の点に基づき、本研究は、芸術家のロールシャッハ反

応についての独自な研究であり、創造的退行とブロット－概念間のバランスとい

う観点から芸術家のロールシャッハ反応についての重要な知見を与えるものとし

て価値ある蓄積であると認める。よって学位申請者の清原舞子は博士（学術）の

学位を得る資格があるものと認める。  


